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明
夷
待
訪
録
骨
田
作
集
(
績
)

先
に
本
誌
に
「
明
夷
待
訪
録
賞
作
集
」
を
掲
載
し
て
か
ら
、

ハ
ン
ブ
ル
グ
大
風
干
の

F
2
5円
宗
門

ω官
R
Z

を
携
え
て
渡
濁
し
、

ロ
ロ
円
山
内
己

Z
H
の
r
E
g

少
数
で
は
あ
る
が
熱
心
な
拳

に
お
い
て

生
た
ち
と
、
待
訪
録
を
講
讃
す
る
時
の
参
考
に
供
し
た
。
と
こ
ろ
が

議
讃
が
進
行
し
て
行
く
う
ち
に
、
障
慮
に
理
解
に
苦
し
む
難
句
に
出

曾
っ
て
、
待
訪
録
の
字
句
の
誤
謬
は
更
に
根
深
い
所
か
ら
琵
生
し
て

い
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で

前
の
「
嘗
作
集
」
を
増
補
し
て
、

(
績
〉
を
作
成
し
た
が
、
或
い
は

更
に
(
二
績
〉

。
ニ
績
)
を
も
補
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
で

あ
ろ
う
。
人
或
い
は
そ
の
徐
り
に
穿
撃
に
、
過
ぎ
る
を
疑
う
者
が
あ
る

か
も
知
れ
な
い
が
、
余
を
し
て
言
わ
し
む
れ
ば
、

設
に
も
あ
れ
、
そ
れ
が
誰
に
も
剣
ら
な
い
文
章
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ

れ
は
三
文
の
値
打
ち
も
な
い
。
剣
っ
て
こ
そ
始
め
て
思
想
と
い
う
に

い
か
な
る
名
論
卓

宮

崎

定

市

れ

値
い
す
る
の
で
あ
る
。
凡
そ
、

な
く
、

そ
れ
ほ
ど
古
代
の
文
献
と
い
う
で
も

つ
い
近
世
に
な
っ
て
書
か
れ
た
文
章
で
、
専
門
の
開
学
者
が
何

人
か
か
っ
て
も
讃
め
な
い
と
い
う
場
合
に
は
、
そ
れ
は
明
か
に
文
章

の
方
が
悪
い
の
で
あ
る
。
讃
者
は
そ
れ
を
訂
正
し
て
讃
む
権
利
が
あ

る
。
た
し
か
顧
慶
析
で
あ
っ
た
か
、

-88ー

「
字
が
間
違
っ
て
い
る
か
ら
讃

め
ぬ
と
い
う
位
な
ら
ば
、
初
か
ら
本
な
ど
謹
も
う
と
せ
ぬ
が
よ
い
」

と
慶
言
し
た
そ
う
だ
が
、
買
は
談
、
何
ぞ
斯
く
容
易
な
ら
ん
や
。
停

来
の
文
章
を
誤
謬
と
見
嘗
を
つ
け
、
そ
の
代
案
を
提
出
す
る
に
は
、

絵
程
の
苦
努
と
決
断
と
が
い
る
も
の
だ
。
こ
れ
は
貫
際
に
や
っ
た
者

で
な
け
れ
ば
分
る
ま
い
。

し
か
も
そ
の
結
果
は
恐
ら
く
、
コ
ロ
ン

‘フ

ス
の
卵
と
同
様
、
世
人
は
卵
の
立
っ
た
こ
と
を
賞
す
る
よ
り
も
、
卵

の
殻
を
少
し
で
も
凹
ま
せ
た
貼
を
責
め
る
に
違
い
な
い
。
そ
れ
で
も

な
お
且
つ
、

こ
の
「
嘗
作
集
」
を
護
表
す
る
所
以
の
も
の
は
、
後
人



に
劃
し
て
同
じ
苦
第
を
二
度
と
さ
せ
ま
い
と
思
う
親
切
心
か
ら
に
外

な
ら
な
い
。

底
本
に
は
葦
間
新
興
書
局
の
覆
指
海
本
を
用
い
た
こ
と
前
回
と
同

じ

但
し
頁
付
は
本
文
か
ら
敷
え
始
め
た
の
で
、

覆
指
海
本
に
比

し
、
六
頁
ず
つ
減
じ
た
数
に
な
っ
て
い
る
。

①
八
頁
三
行
。
不
能
勝
天
下
欲
得
之
者
之
衆
。
賞
作
・
不
能
勝
天

下
之
大
。
欲
得
之
者
之
衆
。

覆
指
海
本
は
天
下
の
下
で
句
讃
、
古
籍
出
版
社
本
は
一
気
に
讃

み
績
け
る
。
口
調
か
ら
言
え
ば
前
者
が
勝
り
、
論
理
か
ら
い
え

ば
後
者
が
す
ぐ
れ
る
。
但
し
後
者
の
場
合
も
、
天
下
と
欲
得
之

者
と
の
結
合
が
必
然
的
で
な
い
。

寅
宗
義
の
口
助
か
ら
言
え

tま、

嘗

「

天
〉下
旬 7

3大
戸 L

g t 
て

き
で
あ
ろ
う
。

そ
の
下
に
讃
黙
を
打
つ
ベ

は
中
間
で
息
を
つ
く
こ
と
が
で

き
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
所
は
少
し
前
に
あ
る

量
天
下
之
大
。
子
兆
人
寓
姓
之
中
。

の
句
の
口
調
、
及
び
次
章
に
出
る
句

縁
天
下
之
大
。
非
一
人
之
所
能
治
。
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の
意
味
と
比
較
す
る
と
よ
く
剣
る
と
思
う
。

②
八
頁
九
行
。
是
以
危
吾
君
也
。
足
以
危
吾
君
也
・
之
請
。

③
九
頁
八
行
。
足
不
履
地
曳
木
者
。
下
三
字
首
削
。

こ
の
と
こ
ろ
若
し
原
文
の
ま
ま
で
強
い
て
讃
も
う
と
す
れ
ば
、

若
手
不
執
緋
。
足
不
履
地
曳
木
者
。
唯
娯
笑
於
曳
木
者
之
前
。

従
曳
木
者
。
以
篤
良
。
而
曳
木
之
職
荒
突
。

若
し
手
は
締
を
執
ら
ん
と
せ
ず
、
足
は
地
を
履
み
て
木
を
曳
か

ん
と
せ
ざ
る
者
あ
り
て
、

た
だ
曳
木
者
の
前
に
娯
笑
し
、
曳
木

者
に
従
う
の
み
に
て
、
以
て
良
と
な
せ
ば
、
曳
木
の
職
、
荒
せ

ん
失
。

と
解
す
る
の
外
な
い
。
そ
れ
で
も
通
じ
な
い
こ
と
も
な
い
が
、

三
字
を
街
と
す
る
の
勝
れ
る
に
如
か
ず
。

④
一

O
頁
二
行
。
乃
使
草
野
之
麿
於
上
者
。
嘗
作
・
乃
彼
草
野
之

-89-

雁
於
上
者
。

こ
の
上
文
に
天
子
よ
り

「
草
野
に
求
む
る
者
は
云
云
」
と
あ

り

で
こ
れ
を
受
け
て
後
は
、

嘗
然
主
格
が
饗
っ

「
乃
ち
」

て
、
今
度
は
「
か
の
草
野
よ
り
し
て
上
の
求
め
に
雁
ず
る
者
も

亦
、
云
云
」
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
使
の
ま
ま
で
は
、

主
格
が
饗
っ
た
こ
と
に
な
ら
ず
、
依
然
と
し
て
天
子
が
主
格
で

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
で
は
意
味
が
貫
通
し
な
い
。

@
一

O
頁
四
行
。
瞬
之
僕
妾
之
問
。
嘗
作
・
隣
於
僕
妾
之
問
。
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既
に
こ
の
前
後
の
文
が
、
草
野
の
人
を
主
格
と
す
る
な
ら
ば
、

原
文
の
ま
ま
に
て
は
、
之
は
自
分
自
身
の
こ
と
と
な
る
。
漢
文

む
し
ろ
於
と
改
め
、

に
は
間
々
あ
る
用
法
で
あ
る
が
、

「
僕
妾

の
聞
に
騎
せ
ら
れ
て
」
と
す
る
方
が
自
然
で
あ
る
。

⑤

一
四
頁
七
行
。
夫
古
今
之
出
演
。
夫
古
今
之
法
・
之
謁
。

こ
の
所
に
先
ず
法
と
い
う
字
を
出
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、
後
に

「
聖
王
之
所
側
隠
愛
人
市
経
営
者
」
が
即
ち
法
に

出
て
く
る
、

外
な
ら
ぬ
こ
と
が
不
明
瞭
に
な
っ
て
し
ま
う
。

⑦

一
五
頁
四
行
。
亦
就
其
外
之
所
得
。

諸
本
多
く
の
外
を
分
に
作
る
。
か
く
て
「
そ
の
分
と
し
て
許
さ

れ
た
る
範
囲
の
中
に
つ
い
て
」
な
る
解
を
得
る
。

一
躍
は
そ
れ

で
判
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
な
お
考
う
べ
き
除
地
が
あ
る
。
こ

の
前
後
の
文
脈
を
案
ず
る
に
、

円
第
一
句
〕
卸
有
:
:
:
〔
第
二
句
〕
終

〔
第
三
句
〕

(
卸
)
有
:
;
:
〔
第
四
句
〕
亦

と
な
り
、
意
味
の
上
で
、
第
一
と
第
三
、
第
二
と
第
四
と
が
封

句
と
な
っ
て
い
る
。
す
る
と
右
の
解
で
は
第
二
と
第
四
の
意
味

の
重
さ
が
不
均
衡
に
な
る
。
第
四
句
に
は
、
も
う
少
し
重
い
意

味
が
欲
し
い
所
で
あ
る
。
そ
こ
で
甚
だ
大
臓
な
推
測
が
許
さ
れ

る
な
ら
ば
、
こ
れ
を
大
幅
に
改
造
し
て

亦
就
其
外
之
所
得
。
似
嘗
作
・
亦
震
租
法
之
所
碍
。
と
す
れ

ば
、
前
句
と
均
衡
が
と
れ
て
く
る
。
其
と
組
、
外
と
法
、
得
と

碍
と
は
各
字
劃
の
上
で
誤
り
得
ベ
き
可
能
性
の
範
圏
内
と
考
え

ら
れ
る
。
た
だ
就
と
信
用
と
は
少
し
く
類
似
性
が
乏
し
い
感
じ
を

克
れ
ぬ
。
意
味
の
上
で
は
こ
の
前
に
「
法
租
」
の
俗
論
を
引
い

こ
こ
へ
「
組
法
」
の
文
字
が
出
て
も
決
し
て
唐

て
い
る
か
ら
、

突
で
は
な
い
。
い
ま
念
の
た
め
、
偲
定
に
従
っ
た
上
で
、
前
後

を
通
じ
て
融
課
を
試
み
れ
ば
、

-90一

非
法
の
法
が
天
下
人
の
手
足
を
桂
精
し
て
よ
り
、

た
と
い
能

治
の
人
あ
る
も
、
絡
に
そ
の
牽
挽
嫌
疑
の
顧
胎
に
勝
え
ず
、

(
た
と
い
〉
設
施
す
る
所
あ
ら
ん
と
す
る
も
、
亦
租
法
の
碍

ぐ
る
所
と
な
り
て
、
有
簡
に
安
ん
じ
・
:

と
な
る
。
ど
う
も
こ
の
方
が
い
い
よ
う
だ
。

①

一
五
頁
六
行
。
無
不
行
之
意
。
嘗
作

・
無
不
行
之
慮

原
文
の
ま
ま
で
は
「
行
わ
ざ
る
の
意
な
し
」
と
し
か
讃
め
ぬ
。

嘗
に
「
行
わ
れ
ざ
る
の
慮
な
し
」
と
改
む
べ
き
で
あ
る
。

③
一
七
頁
三
行
。
園
無
君
長
。
嘗
作
・
園
無
長
君
。
君
長
と
い
え

ば
、
す
ぐ
連
想
さ
れ
る
の
は
四
夷
の
君
長
で
あ
り
、
中
園
近
世



の
天
子
を
君
長
と
稽
す
る
こ
と
は
恐
ら
く
無
か
る
べ
く
、
も
し

あ
っ
て
も
そ
れ
で
は
意
味
が
遁
じ
な
い
。
意
味
の
上
か
ら
し
て

も
、
こ
の
所
は
首
然
、
幼
君
に
劃
す
る
長
君
、
即
ち
年
長
の
君

主
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑮
一
八
頁
一
行
。
硯
其
天
子
之
位
去
留
。
位
字
街
。

⑪
一
八
頁
四
行
。
不
亦
弁
惇
子
之
意
而
失
者
乎
。

嘗
作
・
不
亦
弁
俸
賢
之
意
市
失
者
乎
。

こ
の
前
後
に
天
子
俸
賢
の
制
が
停
子
の
制
と
饗
つ
で
も
、
幸
い

に
宰
相
に
停
賢
の
制
が
残
り
た
る
た
め
、
天
子
倖
子
、の
制
の
中

に
な
お
俸
賢
の
意
だ
け
は
失
わ
れ
ず
に
存
し
た
と
し

天
子
亦
不
失
停
賢
之
意

と
い
っ
て
い
る
。
さ
て
そ
の
次
の
段
階
に
な
る
と
、
宰
相
そ
の

も
の
が
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、

そ
の
嘗
然
の
結
果
と
し

て
、
子
に
俸
え
た
ら
ば
も
う
そ
れ
っ
き
り
で
、
先
に
残
っ
て
い

た
停
賢
の
意
ま
で
が
全
く
失
わ
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
従
っ

て
此
所
は

不
亦
弁
俸
賢
之
意
而
失
者
乎

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

重
き
は
意
の
字
に
あ
り
、

前
段
階
で
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は
、
制
は
失
わ
れ
で
も
意
は
存
し
た
が
、
今
や
制
と
共
に
、
意

も
弁
せ
て
失
わ
れ
た
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑫
二
一
頁
二
行
。
待
訪
之
人
皆
集
鷲
。
訪
不
必
改
詔
。

諸
本
多
く
こ
こ
を
待
詔
之
人
と
改
め
る
が
、
若
し
こ
れ
に
よ
っ

て
前
文
の
待
詔
者
と
同
一
視
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
不
可
。
前

の
待
詔
者
は
い
わ
ゆ
る
翰
林
待
詔
で
、
天
子
の
詔
命
を
待
機
す

る
者
。
後
の
待
訪
之
人
は
、
明
夷
待
訪
録
の
待
訪
に
て
、
天
子

よ
り
特
に
そ
の
意
見
を
徴
せ
ん
が
震
に
招
待
さ
れ
た
者
で
あ

る
。
上
文
の
「
四
方
よ
り
」
は
こ
こ
ま
で
か
か
る
。
但
し
そ
の

意
味
を
以
て
こ
れ
を
も
待
詔
と
い
う
な
ら
ば
、
そ
う
い
う
用
法

も
あ
る
こ
と
だ
か
ら
構
わ
な
い
。
こ
の
一
段
の
解
揮
は
極
度
に

n
B
 

重
要
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
黄
宗
義
の
思
想
態
度
を
解
明
す

べ
き
鍵
が
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
彼
は
聖
王
の

出
現
を
待
望
し
、
も
し
聖
王
が
起
っ
て
天
下
を
有
し
、
宰
相
制

度
を
復
活
し
、
民
聞
の
輿
論
に
耳
を
傾
け
、
躍
を
厚
く
し
て
彼

を
聴
す
る
な
ら
、
彼
は
喜
ん
で
そ
の
経
論
に
馳
せ
参
じ
よ
う
と

い
う
立
場
を
こ
こ
に
表
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
待
訪
録
の
内

容
は
彼
に
と
っ
て
空
想
で
は
な
く
、
実
現
可
能
な
具
瞳
策
で
あ

っ
た
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
字
々
句
々
の
末
か
ら
も
、
彼
の
近
し
る

よ
う
な
情
熱
を
感
知
で
き
る
の
で
あ
る
。
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⑬
二
一
頁
六
行
以
下
。
非
調
班
朝
布
令
。
養
老
岨
孤
。
訊
蹴
大
師

放
。
則
舎
将
士
。
大
獄
訟
則
期
吏
民
。
大
祭
配
則
享
始
祖
。
行

之
自
府
薙
也
。

」
の
一
段
は
原
文
の
ま
ま
だ
と
、
相
嘗
長
文
の
全
文
が
否
定
さ

こ
ん
な
文
鐙
の
あ
ろ
う
筈

ヵ:る
なベ
いき
。事

前柄
後に
をな
ょっ
く.て
誼し
みま
あう
わが
せ
る
と

」
れ
は
そ
う
で
な

く
、
反
っ
て
古
之
聖
王
の
意
の
あ
る
と
こ
ろ
、
皐
校
に
お
け
る

行
事
を
具
佳
的
に
列
奉
し
た
内
容
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
さ
れ

ば
こ
そ
、
次
に
「
蓋
し
」
で
受
け
て
補
足
的
な
説
明
を
加
え
て

い
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
右
の
文
は

嘗
作
・
非
猫
班
朝
布
令
。
養
老
値
孤
。
設
或
大
師
放
。
則
曾
将

行
之
於
醇
薙

土

大
獄
訟
則
期
吏
民
。

大
祭
記
則
享
始
組
。

也
。

訊
蹴
の
二
字
は
特
に
原
の
ま
ま
で
は
上
に
も
属
せ
ず
下
へ
も
績

か
ず
、
宙
ぶ
ら
り
に
な
っ
て
甚
だ
讃
み
に
く
い
。
も
ち
ろ
ん
こ

れ
は
瞳
記
王
制
に

出
征
執
有
罪
反
。
樫
実
子
率
。
以
訊
蹴
告
。

と
あ
る
に
よ
っ
て
磨
滅
し
た
文
字
を
再
造
し
た
の
で
あ
ろ
う

が
、
蓋
し
考
え
す
ぎ
た
過
失
で
あ
ろ
う
。
恐
ら
く
最
初
に
設
或

を
訊
或
と
誤
ま
り
、
次
に
さ
る
大
家
が
深
く
考
え
る
こ
と
な
く

し
て
、
首
を
付
け
足
す
に
至
り
し
も
の
か
。
非
濁
・
:
:
・
設
或

:
・
は
英
語
に
お
け
る
ロ
O

件
。
己
ツ
ゲ
E
巳

g
と
相
似
た
か
か

こ
れ
で
文
章
も
意
味
も
す
っ
き
り
す
る
。

⑬
二
三
頁
三
行
。
其
不
仕
者
有
刑
。
嘗
作
・
其
不
居
者
有
刑
。

原
文
の
不
仕
者
の
ま
ま
な
ら
ば
、
話
題
が
急
に
一
聴
し
て
他
へ

そ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
前
後
を
逼
請
す
れ
ば
依
然
と
し
て
朝

り
結
び
で
、

廷
と
同
学
校
と
の
衝
突
自
佳
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

朝
廷
が
直
医
し
て
も
屈
せ
ぬ
か
ら
、

天
下
の
士
大
夫
を
率
い
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る
、
と
い
わ
れ
る
。

準
校
騒
動
の
張
本
人
の
こ
と
に
相
違
な

く
、
車
に
個
人
的
に
出
任
を
嫌
う
人
で
は
な
い
。
こ
の
文
は
更

に
後
に
出
て
く
る
陳
・
欧
の
伏
線
と
も
な
っ
て
い
る
。

⑬
二
四
頁
六
行
。
君
父
則
吾
誰
歎
。
嘗
作
・
君
父
則
亦
誰
歎
。

覆
指
海
本
等
は
こ
の
君
父
を
上
の
君
父
に
績
け
て
、

「
君
父
君

父
と
臼
う
」
と
讃
ま
せ
て
い
る
が
、
古
文
の
語
法
と
し
て
甚
だ

拙
く
、
待
訪
録
の
他
所
に
も
こ
ん
な
口
調
は
見
え
ぬ
所
で
あ

る。
君
父
と
よ
く
い
う
が
、
果
し
て
本
嘗
に
父
と
並
帯
さ
れ
る
君

で
あ
っ
た
な
ら
、
ど
う
し
て
子
の
如
き
人
民
を
、
こ
れ
程
馬



鹿
に
し
て
よ
い
も
の
か
。
君
父
た
ら
ば
則
ち
亦
、
誰
を
か
歎

か
ん
や
。

と
い
う
意
味
に
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑮
三
二
頁
二
行
。
源
不
能
潰
也
。
源
不
能
清
也
・
之
謁
。

⑫
三
六
頁
入
行
。
取
之
不
謂
巌
乎
哉
。嘗
作
・
取
之
不
謂
巌
可
哉
。

こ
の
と
こ
ろ
は
助
僻
を
二
つ
重
ね
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ほ
ど
意
味

或
い
は
文
字
を
韓
置
し
て
、

も
口
調
も
急
迫
し
て
い
な
い
。

可
不
謂
厳
哉
と
し
た
方
が
自
然
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
覆
指

海
本
が
文
字
を
鱒
倒
し
た
誤
り
を
犯
し
た
例
は
、
五
七
頁
一
行

似
亦
未
難
魚
行
。
似
亦
未
震
難
行
・
之
詩
。

に
見
出
さ
れ
る
。

⑬
四
二
頁
七
行
。
記
事
郷
飲
酒
上
下
吉
凶
之
躍
。
嘗
作
・
組
事
郷

飲
酒
庫
序
士
口
凶
之
躍
。

躍
曹
は
開
学
校
を
掌
る
。
上
下
と
い
う
よ
う
な
閑
文
字
を
挿
ん
で

最
も
重
要
な
翠
校
を
侠
す
る
筈
が
な
い
。

⑬
五

O
頁
五
行
。
視
之
魚
門
以
内
之
事
也
。
賞
作
・
現
之
震
門
庭
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内
之
事
也
。

門
以
内
で
も
剣
ら
ぬ
こ
と
は
な
い
が
、
何
だ
か
ド
イ
ツ
語
を
謹

む
よ
う
で
あ
る
。
嘗
に
四
六
頁

・
四
七
頁
に
既
用
の
字
、
門
庭

を
用
う
べ
き
で
あ
る
。

⑮
五
三
頁
八
行
。

古
者
十
里
之
内
。
古
者
千
里
之
内
・
之
請。

@
五
五
頁
三
行
。
特
使
田
既
井
而
後
。
嘗
作
・
倫
使
田
既
井
而
後
。

布
一
疋
直
銭
一
千
。
賞
作
・
吊
一
疋
直
銭
一

⑫
六
二
頁
三
行
。

千
。

前
文
に
布
白
巾
の
語
あ
り
、
後
文
に
布
直
六
百
と
あ
れ
ば
、
明
ら

か
に
自
巾
と
布
の
直
に
差
等
を
設
け
て
記
し
た
の
で
あ
る
。

@
六
四
頁
一
行
。
聖
王
者
而
有
天
下
。
嘗
作
・
聖
王
起
而
有
天

下。
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前
文
五
三
頁
六
行
に
、
有
王
者
起
の
句
あ
り
、
こ
れ
と
異
文
同

義
、
但
し
起
の
字
は
絞
く
こ
と
が
で
き
ぬ
と
思
う
。
最
初
の
三

劃
が
共
通
な
所
か
ら
誤

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

@
六
六
頁
八
行
。
然
且
不
可
。
首
作

・
猶
且
不
可
。

最
後
に
も
う
二
百
、
く
ど
い
よ
う
で
あ
る
が
、

「
嘗
作
集
」
は
私

の
皐
問
研
究
態
度
の
根
本
か
ら
渡
し
て
書
か
れ
た
も
の
な
の
で
あ

る
。
従
来
の
考
誼
は
多
く
最
後
的
な
必
然
性
同
ロ

2
5
E
-
Q
だ
け

を
目
標
に
し
て
行
わ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
即
ち
も
し
決
定
的
な

謹
擦
が
見
付
か
ら
な
け
れ
ば
、
た
と
い
疑
問
が
あ

っ
て
も
、
誼
嬢
の

見
付
か
る
迄
は
何
も
言
わ
な
い
、
オ
ー
ル
・
オ
ア
・
ナ

ッ
シ
ン
グ
で
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あ
る
。
と
こ
ろ
が
貫
際
は
最
後
的
な
必
然
性
に
到
達
す
る
ま
で
に
、

可
能
性

MUon-zzq
蓋
然
性

pog--可
の
無
数
の
段
階
が
あ
る

の
で
あ
る
。
こ
の
中
間
的
段
階
の
存
在
を
考
慮
に
い
れ
ぬ
と
、
畢
な

る
可
能
性
に
す
ぎ
ぬ
も
の
を
必
然
性
と
し
、
車
な
る
蓋
然
性
に
す
ぎ

ぬ
も
の
を
、

さ
も
必
然
性
ら
し
く
主
張
す
る
錯
誤
が
生
ず
る
。

ひ
L、

て
は
そ
れ
が
歴
史
拳
の
非
科
目
円
子
性
の
論
擦
に
利
用
さ
れ
て
は
甚
だ
迷

惑
で
あ
る
。
私
の
研
究
法
は
こ
の
よ
う
な
錯
誤
や
、
い
わ
れ
な
い
非

難
を
避
け
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
の
同
学
者
に
是
非
採
用
し
て
貰
い
た

い
、
最
も
科
皐
的
な
方
法
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
。

中
園
の
古
典
と
一
口
に
い
っ
て
も
寅
に
多
種
多
様
で
あ
る
。
日
知

録
な
ど
は
誤
字
を
探
そ
う
と
思
っ
て
も
不
可
能
に
近
い
が
、
待
訪
録

は
間
違
い
だ
ら
け
で
あ
る
。
特
に
そ
れ
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
葉
に

融
詳
し
よ
う
と
す
る
時
に
よ
く
現
わ
れ
て
く
る

日
本
語
で
何
気
な

く
讃
み
下
し
、
何
気
な
く
剣
っ
て
い
た
よ
う
な
気
の
す
る
箇
所
を
い

ざ
外
園
語
に
需
そ
う
と
す
る
と
理
論
上
、
ど
う
し
て
も
訂
正
し
な
け

れ
ば
意
味
の
通
ら
ぬ
場
所
が
出
て
'く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
一

方
に
重
大
な
意
味
を
も
っ
。
そ
れ
は
欧
米
人
が
や
が
て
中
園
文
の
文

脈
・
語
法
に
熟
達
し
た
携
に
は

日
本
人
以
上
に
正
確
に
そ
れ
を
理

解
す
る
よ
う
に
な
る
か
も
知
れ
ぬ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
欧
米
の
翻

羽
一
砕
を
参
照
し
た
上
で
な
け
れ
ば
口
が
利
け
ぬ
と
い
う
こ
と
も
起
り
得

る
。
皐
聞
の
護
達
は
ど
こ
で
行
わ
れ
よ
う
と
、
墓
ま
し
い
こ
と
で
あ

る
が
、
日
本
の
東
洋
築
界
と
し
て
は
う
か
う
か
し
て
い
て
は
世
界
の

進
歩
に
遅
れ
は
せ
ぬ
か
と
申
添
え
た
い
の
で
あ
る
。

(
一
九
六
六
年
一
月
二
九
日
、

ハ
ン
ブ
ル
グ
に
て
)
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